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1. はじめに 
近年、中心市街地商店街の衰退が目立つようになってきた。その解決策として、商店街にあるアーケードに着

目し、その快適性・利便性を調べ、アーケードの実用性を実証することで、中心市街地及び商店街の活性化につ

なげることが本研究の目的である。本研究では、快適性・利便性の調査として「サーマルカメラ調査」「WBGT
値の調査」「アンケート調査」の 3つの調査を行った。また、調査対象地を長崎県内にてアーケードのある大村中
央商店街（大村市）・住吉商店街（長崎市）・ベルナード観光通り商店街（長崎市）の 3箇所とした。 
2. 研究内容 
2.1 サーマルカメラ調査 
 サーマルカメラ調査では、調査時期を夏場と冬場に分け、アーケード内外のサーマル画像を比較することによ

りアーケードによる遮熱効果及び保温効果を実証することを目的とした。サーマルカメラを 2 台準備し、アーケ
ード内を撮影するカメラとアーケード外を撮影するカメラに分ける。撮影間隔を 5 分に設定し、放射温度の変化
を比較した。 
2.2 WBGT値の調査           
 WBGT値の調査では、アーケード内でのWBGT値測定により、アーケード内が熱中症対策にとして有効である
のかを調べるために行った。WBGTとは、
熱中症指標計と言い、熱中症になりやす

いかどうかを値で表したものである。こ

の値が大きいほど熱中症になりやすい

と言える。図-1はそれぞれのWBGT値に
対する運動の対処の仕方を表したもの

である。観測日は夏場のサーマルカメラ調査と同日で、観測時間を熱中症が起きやすいとされる 10 時～16 時と
し、5分間隔でアーケード内の観測とした1）。 

WBGT(℃) 

図-1 WBGT値に対する運動の対処の仕方 

特別の場合以外は、運動を中止する。
激しい運動や持久走など熱負荷の大きい運動は避ける。
積極的に休憩し、水分補給する。
運動の合間に、積極的に水を飲む。
熱中症の危険は小さいが、適宜、水を飲む。
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2.3 アンケート調査 
 アンケート調査では、商店街のイメージ・快適性・利便性などに関する質問をすることにより、商店街の現在

の状況を把握し、活性化のための課題や、必要なものを明らかにすることを目的として行った。各商店街に実際

に来ている人を対象にし、各商店街 50人ずつ計 150人分のアンケートを回収した。調査方法は街頭面接聴取法と
し、性別、年齢などに偏りが出ないように注意して行った。 
3. 調査結果
3.1 サーマルカメラ調査 
調査結果として、ベルナード観光通り商店街の結果を示す。調査日時は、夏場は 2007年 10月 1日 10時 20分
～16 時 20 分、冬場は 2007 年 12 月 19 日 10
時 30分～16時 30分である。 

図-２ アーケード内差画像 
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 夏場の調査についてベルナード観光通り商店

街での最高気温時から最低気温時を引いた差画

像をアーケード内・外に分けて図-２と図-３に
示す。アーケード内では、観測時間中において、

床面の温度差は最大で約 2℃であったのに対し、
アーケード外では、朝方の日が差しこまない時 図-３ アーケード外差画像 
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間帯は、アーケード内の床面の温度に差はなかっ

たが、日中にかけて急激に床面の温度が上昇し、

温度差は約 8℃であった。このことから、アーケ
ードによる遮熱効果があることがわかる。 
冬場の調査では同時刻（15時 25分）での熱画

像を比較した。床面の温度が図-４のアーケード内
の楕円部では 13.0℃～14.0℃であったのに対し、
図-５のアーケード出入口の楕円部では 8.0℃～
10.0℃であり、アーケード内と出入口付近では、
温度差に大きな開きが見られた。このことにより、アーケードによる保温効果があることがわかる。夏場・冬場

ともに 3箇所で同じような結果が得られており、アーケードによる遮熱効果・保温効果が実証された。 

放射温度(℃) 

 

図-４ アーケード内熱画像 図-５ アーケード出入口熱画像 

3.2 WBGT値の調査
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観光通り商店街

大村商店街

住吉商店街

景観が良いこと 開放的であること

騒音が少ないこと 土地が広いこと

植栽などの緑が多いこと 夏は涼しく、冬は暖かいこと

休憩所があること 綺麗に整備されてあること

その他 無回答

 調査結果から、3 箇所の WBGT 値の平均は 22℃～25℃
であった。このことから夏場の暑い時間帯とはいえ、アー

ケード内では比較的熱中症の危険性が低いという結果が得

られた。ただし、各場所につき 1 回の観測であるので実証
できたと言えないが、少なくともアーケードが熱中症対策

に有効であると考えられる。 
3.3 アンケート調査の結果 図－6 商店街アーケード内の快適性を高める為

に必要なもの アーケード内を快適に過ごすには、図-6 より綺麗である
こと、気温が適温であること、休憩所が整備されているこ

となどの意見が多く挙げられた。利便性を高めるには、図

-7 より多種多様の店舗があり、近くに駐車場が整備される
ことなどの意見が多く挙げられた。熱中症に関しては、図

-8 より、アーケード内が熱中症対策に有効であると実証で
きれば、以前よりアーケードを利用する人が約 4 割いるこ
とがわかった。 
4. まとめ 
 以上の結果をまとめると、アーケードには遮熱効果・保

温効果があり、熱中症対策に有効であると予測できる。ま

た、本研究で行ったアンケート調査の結果を踏まえると、

まず快適性を高めるものとして「夏は涼しく、冬は暖かく」

という回答が多くあった。このことについてサーマルカメ

ラ調査により遮熱効果・保温効果の両方が実証されており、

このことを多くの人が認識すればアーケード内が快適と思

う人も増え活性化につながると考えられる。また、WBGT
値の調査によりアーケード内が熱中症対策に有効であると

予測され、そのことを図-8 のアンケート結果と合わせて考
えてみると、アーケードが熱中症対策に有効であることを

PRすることで、以前に増して商店街に意識して来る人が増え、活気が出てくるのではないかと考えられる。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光通り商店街

大村商店街

住吉商店街

公共交通機関が使いやすいこと 看板などの案内を充実させること

まちの中心にあること バーゲンなどのイベントの強化

多種多様の店舗があること 各種施設に隣接していること

商店街独自の様々なイベントがあること その他

無回答

図－7商店街の利便性を高める為に必要なもの 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光通り商店街

大村商店街

住吉商店街

以前より利用する 以前と変わらない

わからない 無回答

図－8 アーケードが熱中症対策に有効であ
ると実証された場合の利用変化 
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